
(57)【要約】
【課題】強度が高く、耐圧、耐アルカリ性に優れ、かつ半透明で、緊張ケーブルの耐久性
を保証する架橋道路埋設用ケーブル保護シース部材および架橋道路埋設用ケーブル保護シ
ースを提供する。
【解決手段】管の外径が５０～２００ｍｍ、長さが１～２０ｍ、厚みが１～７ｍｍであり
、管の両端から少なくとも５０ｍｍまでの全外周面にローレット加工が施されたポリアミ
ド樹脂製の管からなることを特徴とする道路埋設用ケーブル保護シース部材、および保護
シース部材の端部を管状ジョイントに嵌入して接着剤で固定することにより該保護シース
部材を複数本接続してなる。
【選択図】　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 の 外 径 が ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 長 さ が １ ～ ２ ０ ｍ 、 厚 み が １ ～ ７ ｍ ｍ で あ り 、 管 の 両 端
か ら 少 な く と も ５ ０ ｍ ｍ ま で の 全 外 周 面 に ロ ー レ ッ ト 加 工 が 施 さ れ た ポ リ ア ミ ド 樹 脂 製 の
管 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 管 の 両 端 か ら 多 く と も ２ ０ ０ ｍ ｍ ま で の 全 外 周 面 に ロ ー レ ッ ト 加 工 が 施 さ れ た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ポ リ ア ミ ド が 、 ナ イ ロ ン ６ ま た は ナ イ ロ ン ６ ／ ナ イ ロ ン ６ １ ０ 混 合 物 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 保 護 シ ー ス 部 材 の 端 部 を 管 状 ジ ョ イ ン ト に 嵌 入 し て 接
着 剤 で 固 定 す る こ と に よ り 該 保 護 シ ー ス 部 材 を 複 数 本 接 続 し て な る 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ
ル 保 護 シ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 管 状 ジ ョ イ ン ト が Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 製 で 、 保 護 シ ー ス 部 材 の ロ ー レ ッ ト 加 工 領 域 を 覆 う 長 さ と
、 こ れ を 嵌 入 さ せ う る 管 径 を 有 し 、 内 周 全 面 に し ぼ 加 工 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 お よ び 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護
シ ー ス に 関 し 、 特 に 耐 圧 、 耐 ア ル カ リ 性 に 優 れ 、 緊 張 ケ ー ブ ル の 耐 久 性 を 保 証 す る 架 橋 道
路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 お よ び 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 架 道 路 、 特 に 高 速 道 路 の 高 架 、 橋 梁 等 の い わ ゆ る 架 橋 道 路 は 、 橋 桁 間 の 道 路 の 自 重 に
よ る 撓 み を 補 完 す る た め に 金 属 の 緊 張 ケ ー ブ ル を 道 路 に 埋 設 し 、 そ の ケ ー ブ ル を 両 端 か ら
緊 張 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 こ の 緊 張 ケ ー ブ ル は 耐 久 性 を 持 た せ る た め に 保 護 シ ー ス 内
に 挿 通 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 保 護 シ ー ス は 樹 脂 製 の も の が 多 く 、 従 来 か ら そ の 素 材 と し て ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ
リ 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 ／ ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 の 積 層 樹 脂 等 が 用 い ら れ て い た 。 と
こ ろ が 架 橋 道 路 埋 設 用 保 護 シ ー ス は 道 路 に 埋 設 さ れ る た め 高 い 強 度 が 要 求 さ れ る 。 ま た 、
ケ ー ブ ル を 挿 通 し た シ ー ス 内 部 の 空 隙 に は 、 グ ラ ウ ト と 称 す る 注 入 用 セ メ ン ト が 充 填 さ れ
る 。 そ の た め 、 注 入 グ ラ ウ ト の 圧 に 耐 え う る 耐 内 圧 性 が 要 求 さ れ 、 さ ら に グ ラ ウ ト が 均 一
に 充 填 さ れ て い る か 、 エ ア ポ ケ ッ ト が で き て い な い か を 点 検 可 能 に す る 透 明 性 も 要 求 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 樹 脂 製 保 護 シ ー ス に お い て は 、 実 用 性 に 耐 え 得 る 強 度 を 有 す る も の 、 透 明 性 を 有
す る も の な ど は 存 在 し て い た が 、 上 記 の 要 求 性 能 を す べ て 満 足 す る も の は 実 現 し て い な か
っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 に お け る 問 題 を 解 決 し 、 そ れ 自 体 の 強 度 が 高 く 、 耐 圧 、
耐 ア ル カ リ 性 に 優 れ 、 緊 張 ケ ー ブ ル の 耐 久 性 を 保 証 す る 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー
ス 部 材 お よ び 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 次 の 手 段 を と る 。
　 （ １ ） 管 の 外 径 が ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 長 さ が １ ～ ２ ０ ｍ 、 厚 み が １ ～ ７ ｍ ｍ で あ り 、 管
の 両 端 か ら 少 な く と も ５ ０ ｍ ｍ ま で の 全 外 周 面 に ロ ー レ ッ ト 加 工 が 施 さ れ た ポ リ ア ミ ド 樹
脂 製 の 管 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ ２ ） 管 の 両 端 か ら 多 く と も ２ ０ ０ ｍ ｍ ま で の 全 外 周 面 に ロ ー レ ッ ト 加 工 が 施 さ れ た こ
と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） に 記 載 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ ３ ） ポ リ ア ミ ド が 、 ナ イ ロ ン ６ ま た は ナ イ ロ ン ６ ／ ナ イ ロ ン ６ １ ０ 混 合 物 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ４ ） 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 保 護 シ ー ス 部 材 の 端 部 を 管 状 ジ ョ イ ン ト
に 嵌 入 し て 接 着 剤 で 固 定 す る こ と に よ り 該 保 護 シ ー ス 部 材 を 複 数 本 接 続 し て な る 架 橋 道 路
埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ５ ） 管 状 ジ ョ イ ン ト が Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 製 で 、 保 護 シ ー ス 部 材 の ロ ー レ ッ ト 加 工 領 域 を 覆 う
長 さ と 、 こ れ を 嵌 入 さ せ う る 管 径 を 有 し 、 内 周 全 面 に し ぼ 加 工 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 上 記 （ ４ ） に 記 載 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 は 、 そ れ 自 体 の 強 度 が 高 く 、 ま た 耐 圧
、 耐 ア ル カ リ 性 に 優 れ て い る の で グ ラ ウ ト 注 入 時 の 圧 力 に 十 分 耐 え 、 グ ラ ウ ト に よ る 腐 食
も 起 こ り に く い 。 ま た 、 本 発 明 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス は 、 保 護 シ ー ス 部 材
を ジ ョ イ ン ト で 連 結 し た も の で あ る が 、 連 結 部 の 接 着 に 工 夫 が あ る の で 連 結 部 か ら の グ ラ
ウ ト の 漏 洩 、 連 結 部 破 損 が 防 止 さ れ て い る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 保 護 シ ー ス は 、 半 透 明 性 で
あ る た め 、 グ ラ ウ ト 注 入 状 況 を 目 視 す る こ と が で き 、 作 業 性 に 優 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 お よ び 保 護 シ ー ス を 具 体 的 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 （ 以 下 単 に シ ー ス 部 材 と 称 す る こ と が
あ る ） に お け る 架 橋 道 路 と は 地 上 道 路 以 外 の 高 架 道 路 、 河 川 、 湾 岸 を 跨 ぐ 橋 な ど 、 橋 脚 に
張 ら れ た 道 路 全 般 を 意 味 す る 。 ま た 本 発 明 の シ ー ス 部 材 は そ の 中 に 金 属 製 の ケ ー ブ ル を 挿
通 し 、 グ ラ ウ ト を 注 入 し て か ら 道 路 に 埋 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の シ ー ス 部 材 は ポ リ ア ミ ド 樹 脂 製 の 管 で 構 成 さ れ る 。 ポ リ ア ミ ド の 種 類 と し て は
ナ イ ロ ン ６ 、 ナ イ ロ ン ４ ６ 、 ナ イ ロ ン ６ ６ 、 ナ イ ロ ン ６ １ ０ 、 ナ イ ロ ン １ ２ 等 が 用 い ら れ
る が 、 中 で も 強 度 保 持 性 、 経 済 性 の 面 か ら ナ イ ロ ン ６ が 好 ま し く 、 ま た 、 透 明 性 、 耐 薬 品
性 の 面 か ら ナ イ ロ ン ６ １ ０ が 好 ま し い 。 そ し て 最 も 好 ま し い の が ナ イ ロ ン ６ ま た は ナ イ ロ
ン ６ ／ ナ イ ロ ン ６ １ ０ 混 合 物 （ 樹 脂 組 成 物 ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 シ ー ス 部 材 の 形 状 は 円 筒 管 で 、 外 径 が ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、 好 ま し く は ７ ０ ～ １ ５
０ ｍ ｍ で あ る 。 外 径 が ５ ０ ｍ ｍ 未 満 で は 挿 通 す る ケ ー ブ ル の 量 が 満 足 で き ず 、 ま た ２ ０ ０
ｍ ｍ を 越 え る と 耐 圧 性 を 維 持 す る の が 困 難 で あ り 、 ま た こ れ を 押 出 し 成 形 に よ っ て 製 造 す
る の が 困 難 と な る 。 シ ー ス 部 材 の 長 さ は １ ～ ２ ０ ｍ で あ り 、 好 ま し く は ３ ～ １ ５ ｍ で あ る
。 ３ ｍ 未 満 で は 接 合 部 が 多 く な り す ぎ 作 業 性 が 悪 く な る し 、 ２ ０ ｍ を 越 え る と 運 搬 に 不 便
で あ り 、 ま た ケ ー ブ ル の 挿 通 も 困 難 に な り 好 ま し く な い 。 シ ー ス 部 材 の 厚 み は １ ～ ７ ｍ ｍ
で あ り 、 好 ま し く は ２ ～ ５ ｍ ｍ で あ る 。 １ ｍ ｍ 未 満 で は 耐 圧 性 に 問 題 が 生 じ 、 ７ ｍ ｍ を 越
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え る と 半 透 明 性 を 維 持 し に く く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の シ ー ス 部 材 は 管 の 両 端 部 近 傍 の 外 周 面 に ロ ー レ ッ ト 加 工 を 施 し た 領 域 を 有 す る
。 ロ ー レ ッ ト 加 工 と は 、 管 の 表 面 に 互 い に 交 差 す る 複 数 本 の 溝 （ 螺 旋 溝 ） を 形 成 さ せ る こ
と に よ り 、 矩 形 、 ま た は 菱 形 の 突 起 を 多 数 形 成 さ せ 、 表 面 を 荒 く す る 加 工 で あ り 、 そ の 技
術 は 知 ら れ て い る も の が 利 用 で き る 。 ロ ー レ ッ ト 加 工 に よ る 溝 の 太 さ 、 深 さ 、 本 数 、 密 度
等 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 管 径 、 接 着 剤 の 性 能 に よ っ て 適 宜 選 択 さ れ る 。 ロ ー レ ッ ト 加 工 を 施
さ れ る 領 域 は 管 の 端 部 か ら 少 な く と も ５ ０ ｍ ｍ 、 す な わ ち 端 か ら ５ ０ ｍ ｍ の 間 は 必 ず ロ ー
レ ッ ト 加 工 を し な け れ ば な ら な い 。 ロ ー レ ッ ト 加 工 は 通 常 、 端 か ら ５ ０ ｍ ｍ を 越 え る 領 域
に も 行 わ れ る が 、 端 か ら ２ ０ ０ ｍ ｍ の と こ ろ ま で が 好 ま し い 。 そ し て 、 よ り 好 ま し い の は
端 か ら ８ ０ ～ １ ３ ０ ｍ ｍ の 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の シ ー ス 部 材 を 図 １ 、 図 ２ に 示 す 。 図 １ は 、 シ ー ス 部 材 の 正 面 図 、 図 ２ は 、 シ ー
ス 部 材 の 側 面 図 で あ り 、 シ ー ス 部 材 １ の 両 末 端 に ロ ー レ ッ ト 加 工 を 施 さ れ た ロ ー レ ッ ト 加
工 部 ２ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の シ ー ス 部 材 は 、 端 部 の ロ ー レ ッ ト 加 工 部 を 管 状 の ジ ョ イ ン ト に 嵌 入 し て 複 数 本
連 結 し 、 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス を 作 製 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル
保 護 シ ー ス と は 、 本 発 明 の シ ー ス 部 材 を ジ ョ イ ン ト で 連 結 し た も の で あ る 。 本 発 明 の ジ ョ
イ ン ト は 管 状 で あ り 、 好 ま し く は Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 で 形 成 さ れ る 。 ジ ョ イ ン ト は シ ー ス 端 部 の ロ
ー レ ッ ト 加 工 部 が 嵌 入 さ れ る も の で あ る か ら 、 そ の 長 さ は シ ー ス の 両 ロ ー レ ッ ト 加 工 部 の
長 さ の 和 に す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 ジ ョ イ ン ト の 径 は そ の 内 径 が シ ー ス 部 材 の 外 径 と 同
じ か わ ず か に 大 き い こ と が 好 ま し い 。 厚 み は 任 意 に 選 ぶ こ と が で き る 。 ジ ョ イ ン ト の 内 周
面 に は し ぼ 加 工 が 施 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 し ぼ 加 工 は エ ッ チ ン グ 等 の 公 知 の 手 法 を 採 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 本 発 明 の ジ ョ イ ン ト を 示 す 。 図 ３ は ジ ョ イ ン ト の 正 面 図 、 図 ４ は 側 面 図
で あ り 、 Ａ Ｂ Ｓ 製 の ジ ョ イ ン ト ３ の 内 周 面 に は し ぼ 加 工 （ 図 示 せ ず ） が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス の 説 明 図 で あ り 、 ２ 本 の シ ー ス 部
材 の 端 部 が ジ ョ イ ン ト ３ に 嵌 入 、 接 着 処 理 さ れ る こ と に よ り 連 結 さ れ 、 保 護 シ ー ス ４ を 形
成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 本 発 明 の シ ー ス 部 材 の 連 結 に つ い て 説 明 す る 。
　 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 成 形 品 は 他 の 樹 脂 と 接 着 し に く い 。 す な わ ち 、 ナ イ ロ ン 樹 脂 用 の 完 璧 な
接 着 剤 は 存 在 し な い の で あ る 。 そ こ で 本 発 明 は 連 結 部 に ロ ー レ ッ ト 加 工 を 施 し 、 か つ ジ ョ
イ ン ト に Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 を 用 い 、 さ ら に ジ ョ イ ン ト の 内 周 面 に 、 好 ま し く は し ぼ 加 工 を 施 す こ
と に よ り 、 接 着 効 果 を 向 上 さ せ た 。 そ の 結 果 、 市 販 の 接 着 剤 、 例 え ば “ セ メ ダ イ ン ス ー パ
ー Ｘ ” を 用 い て 接 着 が 可 能 に な っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の シ ー ス に 挿 通 さ れ る ケ ー ブ ル は 、 通 常 ３ ～ １ ０ 本 の 鋼 線 を 撚 り 合 わ せ た ケ ー ブ
ル を １ ０ ～ ３ ０ 本 ま と め た も の が 用 い ら れ る 。 ケ ー ブ ル を 挿 通 し た シ ー ス の 内 部 に は 充 填
用 セ メ ン ト で あ る グ ラ ウ ト が 注 入 さ れ る 。 本 発 明 の シ ー ス 部 材 は ポ リ ア ミ ド 製 で あ る の で
そ れ 自 体 強 度 が 大 き く 、 同 時 に ポ リ ア ミ ド は 半 透 明 性 で あ る た め 、 グ ラ ウ ト が 注 入 さ れ て
い る と こ ろ と 空 隙 の と こ ろ で は 明 確 に 目 視 識 別 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂
は 、 特 に ナ イ ロ ン ６ １ ０ を 含 む ナ イ ロ ン 樹 脂 は 耐 ア ル カ リ 性 が あ る の で 、 グ ラ ウ ト に よ る
内 部 劣 化 が 起 こ り に く い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ナ イ ロ ン ６ に ナ イ ロ ン ６ １ ０ を 配 合 し た ポ リ ア ミ ド 樹 脂 組 成 物 を 用 い て 外 径 １ ０ ６ ｍ ｍ
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、 厚 み ３ ｍ ｍ 、 長 さ ５ ｍ の 管 を 押 し 出 し 成 形 に よ っ て 製 造 し た 。 こ の 管 は 乳 白 色 半 透 明 で
あ っ た 。 こ の 間 の 両 末 端 か ら １ １ ０ ｍ ｍ の 領 域 の 外 周 面 に ロ ー レ ッ ト 加 工 を 施 し 、 シ ー ス
部 材 ２ 本 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 同 様 に Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 を 用 い 外 径 １ １ ４ ｍ ｍ 、 厚 み ３ ． ５ ｍ ｍ の 管 を 製 造 し 、 長 さ ２
５ ０ ｍ ｍ に 切 断 し 、 内 周 面 を エ ッ チ ン グ に よ り し ぼ 加 工 を 施 し 、 ジ ョ イ ン ト を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 得 ら れ た ２ 本 の シ ー ス 部 材 の そ れ ぞ れ の 片 末 端 ロ ー レ ッ ト 加 工 部 に 接 着 剤 （ “ セ メ ダ イ
ン ス ー パ ー Ｘ ” ） を 塗 布 し 、 ジ ョ イ ン ト に 両 側 か ら 嵌 入 し た の ち ２ ４ 時 間 放 置 し た 。 得 ら
れ た シ ー ス に つ い て 下 記 の 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ 等 圧 荷 重 試 験 ＞
　 シ ー ス を 上 下 か ら 半 円 筒 型 の 治 具 で 挟 み 、 最 大 載 荷 荷 重 ３ ． １ ｋ Ｎ で 荷 重 を か け た 。 そ
の 結 果 ほ ぼ 一 様 に 変 形 し 、 除 荷 後 に へ こ み 、 割 れ は な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ＜ 局 部 荷 重 試 験 ＞
　 シ ー ス 内 に 直 径 ０ ． ８ 倍 の 丸 鋼 を 入 れ 、 上 部 中 央 部 を 直 径 ９ ｍ ｍ の 丸 鋼 で 加 圧 し た 。 最
大 載 荷 荷 重 １ ． ０ ｋ Ｎ で ８ ～ １ １ ｍ ｍ 変 形 し た が 、 除 荷 後 に へ こ み 、 割 れ は な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 耐 圧 試 験 ＞
　 両 端 に 止 水 治 具 を 施 し 、 水 を 充 填 さ せ て か ら 水 圧 を 上 げ た 。 １ ． ０ Ｍ Ｐ ａ 到 達 後 ５ 分 間
保 持 し た が 漏 水 は 確 認 さ れ な か っ た 。 ま た 、 水 が 充 填 さ れ る 状 況 は 外 か ら 目 視 す る こ と が
で き た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 は ジ ョ イ ン ト で 接 続 す る こ と に よ り 長
尺 の 架 橋 道 路 埋 設 用 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス を 得 る こ と が で き 、 こ れ は 架 橋 道 路 の 強 度 を 向 上
さ せ る た め の 緊 張 ケ ー ブ ル を 保 護 す る シ ー ス と し て 有 用 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ジ ョ イ ン ト の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の ジ ョ イ ン ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ 　 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス 部 材
２ 　 ロ ー レ ッ ト 加 工 部
３ 　 ジ ョ イ ン ト
４ 　 ケ ー ブ ル 保 護 シ ー ス
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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